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第 72 回全国植樹祭の開催結果について 

 

１ 経緯 

・平成 30年 7 月 第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会を設立（第１回総会） 

・平成 30年 8 月 第 72 回全国植樹祭 滋賀県開催正式決定（国土緑化推進機構理事会） 

・平成 30年 10 月  第 72 回全国植樹祭 開催地正式決定：「鹿深夢の森（甲賀市）」 

・平成 31年 2 月 第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会（第２回総会） 

・令和 元年 7 月 第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会（第３回総会） 

・令和 2 年 1 月 第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会（第４回総会） 

・令和 2 年 1 月 第 72 回全国植樹祭の「基本計画」を策定 

・令和 2 年 4 月 第 72 回全国植樹祭の開催年の延期が決定（令和３年→令和４年） 

・令和 2 年 7 月 第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会（第５回総会（書面決議）） 

・令和 3 年 3 月 第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会（第６回総会（書面決議）） 

・令和 3 年 11 月 第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会（第７回総会） 

・令和 4 年 1 月 第 72 回全国植樹祭滋賀県実行委員会（第８回総会） 

・令和 4 年 1 月 第 72 回全国植樹祭の「実施計画」を策定 

・令和 4 年 4 月 第 72 回全国植樹祭への天皇陛下のオンラインによる御臨席を発表 

・令和 4 年 6 月 第 72 回全国植樹祭しが 2022 開催 

 

２ 大会での取組について 

 ・令和４年６月５日に開催した「第 72 回全国植樹祭しが 2022」の取組について報告 

  ※詳細については、【別紙】のとおり 

 

 

【参考１】全国植樹祭の開催状況および予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回数 開催年 開催県 開催地 備 考 

69 2018 福島県 海岸防災林（南相馬市） ２回目 

70 2019 愛知県 愛知県森林公園（尾張旭市） ２回目 

71 2021 島根県 三瓶山北の原（大田市） ２回目 

72 2022 滋賀県 鹿深夢の森（甲賀市） ２回目 

73 2023 岩手県 高田松原津波復興祈念公園（陸前高田市） ２回目 

74 2024 岡山県 ジップアリーナ岡山（岡山市） ２回目 

75 2025 埼玉県 秩父ミューズパーク（秩父市） ２回目 

環境・農水常任委員会資 料６ 

令和４年(2022 年)８月８日(月) 

琵琶湖環境部全国植樹祭推進室 
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【参考２】第 72 回全国植樹祭の開催理念（「実施計画」から抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考３】第 72 回全国植樹祭 大会宣言 

 

 

 

 

 

  

大会宣言 

第７２回全国植樹祭は、滋賀県甲賀市の鹿深夢の森を式典会場として開催され、 

「木を植えよう びわ湖も緑のしずくから」が大会テーマとして掲げられた。 

様々な命を育む水の源である森林へ畏敬の念を抱き、また森林を緑豊かに守り育てて

きた先人に感謝するとともに、森林の保全・活用を通じて持続可能な社会を実現する

ため、次の事項に重点を置いて、緑化運動の更なる展開を図ることを宣言する。 

 

一 私たちは、森林がもつカーボンニュートラルに果たす役割を正しく理解し、 

森林・林業分野が果たすべき環境への取組を進めていきます。 

一 私たちは、「森－川－里－湖」でつながる健全で緑豊かな森林を守るとともに、

農山村の活性化を通じ、心豊かな生活を実現する取組を進めていきます。 

一 私たちは、植林・保育・伐採・木材利用の適切な循環を通じ、森林・林業・ 

木材産業を未来へつないでいきます。 

令和４年６月５日   

第７２回全国植樹祭  

私たちは、ふるさと滋賀の地域特性である「森－川－里－湖」のつながりと、

いにしえより培われてきた「森林」、「びわ湖」、「人（暮らし）」のかかわりを再

確認し、将来を見据えながら森林を守り、活かし、これらの取組を支えること

で、碧（あお）く輝くびわ湖と健全で緑豊かな森林を、次の世代、その次の世

代へと持続的につないでいきます。 
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第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
し
が

P
R
大
使
う
ぉ
ー
た
ん

植
樹
祭
を

今
後
に
も

活
か
し
て

い
く
w
o
～

ノ
ウ
ハ
ウ

レ
ガ
シ
ー
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4.
8.
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常
任
委
員
会
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料



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭

開
催
経
緯

平
成
２
８
年
１
２
月

招
致
表
明

平
成
２
９
年

８
月

滋
賀
県
開
催
内
定

９
月

準
備
委
員
会
設
立
（
基
本
構
想
・
会
場
候
補
地
検
討
）

平
成
３
０
年

７
月

実
行
委
員
会
設
立

８
月

滋
賀
県
開
催
正
式
決
定

１
０
月

開
催
会
場
決
定

平
成
３
１
年

４
月

全
国
植
樹
祭
推
進
室
設
置

令
和

２
年

１
月

基
本
計
画
決
定

４
月

開
催
年
の
延
期
決
定

令
和

３
年

８
月

開
催
日
決
定

令
和

４
年

１
月

実
施
計
画
決
定

４
月

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
決
定

６
月

第
72
回
全
国
植
樹
祭
開
催

4

【
１
年
前
】

【
２
年
前
】

【
３
年
前
】

【
４
年
前
】

【
５
年
前
】

【
６
年
前
】

【
開
催
年
】



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭

開
催
理
念

森

川

里

湖

い
に
し
え
よ
り
培
わ
れ
て
き
た

「
森
林
」
、
「
び
わ
湖
」
、
「
人
（
暮
ら
し
）
」
の

か
か
わ
り
を
再
確
認
し
、

将
来
を
見
据
え
な
が
ら

森
林
を
守
り
、
活
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
支
え
る
こ
と
で
、

碧
（
あ
お
）
く
輝
く
び
わ
湖
と
健
全
で
緑
豊
か
な
森
林
を
、

次
の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代
へ
と
持
続
的
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
滋
賀
の
地
域
特
性
で
あ
る

「
森
－
川
－
里
－
湖
」

の
つ
な
が
り
と
、

う
み

5



6

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
１

水
草

た
い

肥
や

下
水

コ
ン

ポ
ス

ト
の

活
用

「
琵

琶
湖

」
の

水
を

育
む

「
滋

賀
の

森
」
、

「
滋

賀
の

森
」
を

育
て

る
「
琵

琶
湖

」
の

恵
み

の
循

環
を

全
国

・
世

界
へ

向
け

て
発

信

琵
琶

湖
の

水
草

を
堆

肥
化

し
た

客
土

県
産

木
材

の
積

極
的

な
利

用
（
循

環
型

林
業

の
促

進
）

・
県

産
材

、
特

に
認

証
を

受
け

た
「
び

わ
湖

材
」
を

積
極

的
に

活
用

し
、

木
の

良
さ

を
Ｐ

Ｒ

高
島

浄
化

セ
ン

タ
ー

で
試

験
運

用
中

の
下

水
コ

ン
ポ

ス
ト

水
草

の
堆

肥
化

琵
琶

湖
の

恵
み

を
森

へ
（
資

源
の

循
環

利
用

）
【
大

会
初

の
試

み
】

記
念

植
樹

に
活

用
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・
脱

プ
ラ

の
促

進
・
食

ロ
ス

削
減

・
輸

送
の

C
O

₂を
で

き
る

限
り

削
減

・
電

力
の

一
部

を
電

気
自

動
車

か
ら

供
給

－
C

O
₂排

出
抑

制
－

・
「
緑

の
し

ず
く
C

O
₂見

え
る

化
キ

ッ
ト

」
を

イ
ベ

ン
ト

で
展

示
し

P
R

す
る

と
と

も
に

、
大

会
で

排
出

さ
れ

た
C

O
₂を

オ
フ

セ
ッ

ト
す

る
た

め
募

金
活

動
を

実
施

－
緑

の
し

ず
く
カ

ー
ボ

ン
・
オ

フ
セ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

－

⇑
大

会
で

電
源

供
給

の
日

産
リ

ー
フ

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
２

（
試

算
）

単
位

：
t 

-
C

O
₂

大
会

で
の

C
O

₂排
出

量
約

４
８

植
樹

活
動

で
の

C
O

₂吸
収

量
▲

約
１

１

C
O

₂ 
オ

フ
セ

ッ
ト

量
約

３
７

⇑
緑

の
し

ず
く
C

O
₂見

え
る

化
キ

ッ
ト

～
C

O
₂ネ

ッ
ト

ゼ
ロ

の
大

会
～

達
成

弁
当
廃
棄
ゼ
ロ

⇑
植

樹
会

場
で

使
用

し
た

生
分

解
性

シ
ョ

ッ
プ

バ
ッ

ク

⇑ 飲 料 水 は カ ー ト カ ン

“し
が
CO
₂ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
”の
大
会
を
目
指
し
、
森
林
が
CO
₂ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

に
果
た
す
役
割
や
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
学
べ
る
。

カ
ー

ボ
ン

ク
レ

ジ
ッ

ト
の

活
用



•広
報
誌
の
作
成

植
樹
祭
だ
よ
り
「
緑
の
し
ず
く
」
、

子
ど
も
か
べ
し
ん
ぶ
ん
、
苗
木
だ
よ
り
、
ミ
ニ
ガ
イ
ド

•横
断
幕
、
幟
、
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
設
置

•P
Rグ
ッ
ズ
の
作
成

エ
コ
バ
ッ
ク
、
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

ジ
ャ
ン
バ
ー
・
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ぬ
い
ぐ
る
み

な
ど

•情
報
発
信

H
P、
Yo
uT
ub
e、
In
st
ag
ra
m
な
ど
の
活
用

郵
便
局
「
PR
大
使
に
年
賀
状
を
書
こ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

第
27
10
回
近
畿
宝
く
じ

証
票
図
柄

大
会
に
向
け
た
機
運
醸
成
１

8



•協
賛
募
集 募
集
期
間

令
和
元
年
６
月
２
０
日
～
令
和
４
年
３
月
３
１
日

資
金
協
賛

61
件

25
,1
60
,3
40
円

物
品
・
そ
の
他
協
賛

35
件

計
96
件

大
会
に
向
け
た
機
運
醸
成
２

そ
の
他
：
電
気
自
動
車
の
貸
与

9
物
品
：
緑
の
少
年
団
の
帽
子
な
ど

感
謝
状
贈
呈
式

物
品
：
招
待
者
エ
コ
バ
ッ
ク

大
会
で
の
協
賛
ボ
ー
ド



お
野
立
所

特
別
招
待
者
席
(下
手
)

特
別
招
待
者
席
(上
手
)

特
別
招
待
者
席
(正
面
)

一
般
招
待
者
席

三
旗
掲
揚
台入
場
チ
ェ
ッ
ク
エ
リ
ア

式
典
会
場
（
約
9.
3h
a)

植
樹
会
場
（
約
0.
3h
a)

10

お
も
て
な
し
広
場

本
部
エ
リ
ア

式
典
会
場
（
会
場
配
置
）



式
典
会
場
（
会
場
全
景
）

お
野
立
所

特
別
招
待
者
席

（
ウ
イ
ン
グ
席
）

一
般
招
待
者
席
（
後
列
）

大
型
モ
ニ
タ
ー

中
央
（
東
京
会
場
）
：
19
0イ
ン
チ

右
側
（
滋
賀
会
場
）
：
31
6イ
ン
チ

三
旗
掲
揚
台

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
広
場

11

特
別
招
待
者
席
（
前
列
）



•
円
形
の
床
は
琵
琶
湖
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
柱
部
分
は
樹
木
を
、
背
面
は
ヨ
シ
原
、
屋
根
は
樹

冠
の
広
が
り
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
と
湖
の
つ
な
が
り
や
、
「
滋
賀
ら
し
さ
」
を

感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン

•
植
樹
祭
終
了
後
は
、
部
材
の
一
部
を
２
０
２
５
年
開
催
の
国
ス
ポ
施
設
等
で
再
利
用

式
典
会
場
（
お
野
立
所
）

12



C
LT
の
活
用

CL
T工
法
（
直
交
集
成
板
）
を
広
く
PR
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
び
わ
湖
材
か
ら
製

作
し
た
CL
Tを
お
野
立
所
の
床
や
目
隠
し
壁
、
お
机
前
板
等
に
利
用

式
典
会
場
（
式
典
木
製
品
）
【
大
会
初
の
試
み
】

お
野
立
所

CL
T休
憩
所

13

お
机



・
お
種
入
れ
・
お
盆
は
、
木
地
師
発
祥
の
地
と
し
て
林
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
て
い
る
東
近
江
市
の
職
人
が
制
作

・
お
絞
受
け
は
、
甲
賀
市
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
水
口
細
工
を
使
用

式
典
会
場
（
式
典
木
製
品
）

お
種
入
れ
（
木
地
師
）

14

お
盆
（
木
地
師
）

お
絞
受
け
（
水
口
細
工
）



知
事
伐
採
木
の
活
用

平
成
７
年
の
第
１
９
回
全
国
育
樹
祭
で
枝
打
ち
を

行
っ
た
ヒ
ノ
キ
を
、
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
で
滋
賀
県
知

事
が
収
穫
し
、
お
鍬
等
の
式
典
木
製
品
と
し
て
利
用

式
典
会
場
（
式
典
木
製
品
）

お
鍬

招
待
者
記
念
品

15
お
鍬
立
て



式
典
会
場
（
飾
花
）

御
歩
道
に
は
開
催
市
甲
賀
市
の
花
サ
サ
ユ
リ
を

提
供
い
た
だ
い
た
。

プ
ラ
ン
タ
ー
飾
花
は
フ
レ
ン
チ
、
ア
フ
リ
カ
ン
２
種
類
の
「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」
の
み

と
い
う
大
胆
な
構
成
と
な
っ
た
。

16

お
野
立
所
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
式
典
所
前
飾
花
、
会
場
一
円

の
プ
ラ
ン
タ
ー
飾
花
を
県
内
の
農
業
高
校
を
は
じ
め
、
農
業
大
学
校
、
学
校

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
そ
し
て
開
催
市
地
元

団
体
・
地
元
企
業
に
協
力
い
た
だ
い
た
。



式
典
会
場
（
飾
花
）

式
典
所
前
飾
花
を
は
じ
め
、
各
飾
花
に
は
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
デ
ザ
イ
ン
い
た
だ
い
た
。

琵
琶
湖
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ガ
ラ
ス
を
施
し
た
信
楽
焼
の
花
器
と
、
大
会
ポ
ス
タ
ー
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

17

お
野
立
所
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
滋
賀
県
が
誇
る
「
日
本

六
古
窯
」
の
ひ
と
つ
で
あ
り
開
催
市
甲
賀
市
の
伝
統
工
芸
「
信
楽
焼
」
の
花

器
を
地
元
の
高
校
に
制
作
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
は
皇
后
陛
下
が
御
成
婚
の
際
に
献

上
さ
れ
た
バ
ラ
「
プ
リ
ン
セ
ス
・
マ
サ
コ
」
を
使
用
。



式
典
会
場
（
木
製
装
飾
物
）

ウ
ェ
ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
「
浮
巣
」

18
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
「
W
e
lo
v
e
S
h
i
g
a
」
「
歓
迎
樹
」

ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
「
G
ri
d」

「
ズ
レ
ン
ガ
」
信
楽
焼
タ
ヌ
キ
オ
ブ
ジ
ェ

苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
木
製
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
レ
ー
ト



お
も
て
な
し
広
場

装
飾
物
と
の
記
念
写
真

お
も
て
な
し
ス
テ
ー
ジ
の
様
子

出
展
ブ
ー
ス
の
様
子

19
装
飾
物
と
の
記
念
写
真

総
合
案
内
所
や
ス
テ
ー
ジ
、
ブ
ー

ス
出
展
の
ほ
か
、
様
々
な
木
製
装
飾

物
を
設
置
。

感
染
症
対
策
と
し
て
「
広
場
で
の

飲
食
禁
止
」
を
掲
げ
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
は
未
設
置
。

物
販
商
品
等
は
お
も
て
な
し
袋
へ
封
入



「
ぐ
る
っ
と
近
江
の
恵
み
お
も
て
な
し
弁
当
」
（
商
標
登
録
済
）

大
会
弁
当

弁
当

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
箸

20
フ
タ
裏
面
に
は
食
文
化
に
着
目
し
た
献
立
説
明
を
掲
載

・
県
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
「
滋
賀
県
ら
し
い
」
メ
ニ
ュ
ー
を
選
定

・
箸
に
は
、
県
産
間
伐
材
（
比
叡
山
延
暦
寺
の
霊
木
）
の
端
材
を
使
用
す
る
と

と
も
に
、
ト
レ
ー
に
は
植
物
由
来
か
つ
生
分
解
性
の
素
材
を
採
用
す
る
な
ど
、

環
境
に
最
大
限
配
慮



招
待
者
記
念
品

朝
宮
茶
、
ク
ッ
キ
ー
、
信
楽
焼
カ
ッ
プ
の
セ
ッ
ト

地
酒

知
事
伐
採
樹
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

＜
記
念
品
例
＞

21

県
産
材
を
使
用
し
た
木
製
品
や
滋
賀
県
を
PR
す
る
商
品
、
市
町
か
ら
の

特
産
品
を
選
定
。

特
に
、
献
上
茶
と
し
て
も
高
名
な
開
催
市
甲
賀
市
の
朝
宮
茶
や
多
く
の
酒

蔵
を
持
つ
滋
賀
県
な
ら
で
は
の
地
酒
、
そ
し
て
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
で
知
事
が

伐
採
し
た
ヒ
ノ
キ
か
ら
つ
く
っ
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
根
付
け
な
ど
は
特
筆
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。



皇
居
内
（
御
車
寄
せ
）
に
お
手
植
え
等
の
植
樹
行
事
を
行
う
会
場
を
設
営

東
京
会
場

全
景

御
座
所

お
手
植
え
箱

お
鍬
立
て

22
お
手
播
き
箱

ビ
ジ
ョ
ン
カ
ー



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
式
典
１
）

開
催
市
長
（
甲
賀
市
長
）
挨
拶

大
会
概
要
紹
介

式
典
会
場
紹
介

23
大
会
ま
で
の
取
組
紹
介

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
水
口
囃
子
生
演
奏
）

•イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
紹
介

（
西
川
貴
教
さ
ん
、
安
蘭
け
い
さ
ん
）



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
式
典
２
）

県
民
創
作
劇
「
森
林
・
び
わ
湖
・
人
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

感
謝
状
の
贈
呈

記
念
切
手
贈
呈

24

•プ
ロ
ロ
ー
グ
【
こ
れ
ま
で
を
知
る
】
県
民
創
作
劇
「
森
林
・
び
わ
湖
・
人
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
等



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
式
典
３
）

主
催
者
挨
拶
（
大
会
会
長
）

25

開
会
の
こ
と
ば

主
催
者
挨
拶
（
滋
賀
県
知
事
）

三
旗
掲
揚
・
国
歌
静
聴

•記
念
式
典
（
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
着
席
～
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
着
席

（
東
京
会
場
）

（
滋
賀
会
場
）



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
式
典
４
）

26

表
彰

苗
木
の
贈
呈

•記
念
式
典
（
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
～
）

天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば

天
皇
陛
下
の
お
手
植
え

皇
后
陛
下
の
お
手
植
え

お
手
植
え
・
お
手
播
き

樹
種
説
明

（
緑
の
少
年
団
）



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
式
典
５
）

27

•記
念
式
典
（
天
皇
皇
后
両
陛
下
お
手
植
え
・
お
手
播
き
～
）

代
表
者
記
念
植
樹

２
回
に
分
け
て
実
施

（
１
組
目
〔
1,
3列
目
〕
、
２
組
目
〔
2列
目
〕
）

生
演
奏
（
よ
し
笛
）

天
皇
陛
下
の
お
手
播
き

皇
后
陛
下
の
お
手
播
き

樹
種
区
分

お
手
植
え

お
手
播
き

天
皇
陛
下

ス
ギ

（
近
江
さ
わ
や
か
杉
）

ト
チ
ノ
キ

ア
カ
ガ
シ

ク
ロ
マ
ツ

コ
ウ
ヤ
マ
キ

皇
后
陛
下

ヒ
ノ
キ

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

エ
ド
ヒ
ガ
ン

ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ

ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

緑
の
少
年
団
に
お
声
か
け

さ
れ
る
天
皇
陛
下



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
式
典
６
）

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
詩
の
朗
読

28

•記
念
式
典
（
【
今
、
誓
う
】
大
会
テ
ー
マ
の
表
現
）

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
（
里
を
表
現
）
を
振
る
両
陛
下「
森
を
守
る
、
活
か
す
、
支
え
る
」
立
場
で

次
世
代
を
担
う
代
表
者
に
よ
る
森
林
づ
く
り
へ
の
誓
い

参
加
者
全
員
で
「
森
-川
-里
-湖
」
を
表
現

コ
ロ
ナ
で
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
緑
の
少
年
団
に

歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ハ
ン
カ
チ
に
記
載
し
て
も
ら
っ
た



•滋
賀
の
森
が
い
つ
ま
で
も
緑
で
溢
れ
る
よ
う
、
木
々
を
植
え
、
育
む
こ

と
を

•常
に
新
た
な
息
吹
が
育
ま
れ
、
緑
の
し
ず
く
が
絶
え
な
い
よ
う
、
木
々

を
暮
ら
し
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を

•森
や
川
や
湖
と
共
に
生
き
、
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
を

29

～
森
林
づ
く
り
へ
の
誓
い

～

守
る

活
か
す

支
え
る

•碧
く
輝
く
び
わ
湖
と
健
全
で
緑
豊
か
な
森
林
を
持
続
的
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
式
典
７
）

30
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
退
席

•記
念
式
典
（
大
会
宣
言
～
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
退
席
）

（
東
京
会
場
）

（
滋
賀
会
場
）

リ
レ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
（
滋
賀
県
知
事
か
ら
岩
手
県
知
事
へ
）

大
会
宣
言

閉
会
の
こ
と
ば
（
滋
賀
県
議
会
議
長
）



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
式
典
８
）

出
演
者
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
甲
賀
忍
玉
太
鼓
団
×
KO
U
G
A彩
風
舞
人
）

31

活
動
発
表
（
漁
民
の
森
づ
く
り
、
や
ま
の
健
康
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
）

•エ
ピ
ロ
ー
グ
【
未
来
へ
つ
な
ぐ
】
次
世
代
に
つ
な
が
る
森
林
に
思
い
を
は
せ
て
」



•式
典
会
場
の
隣
接
地
を
含
め
、
４
箇
所
の
招
待
者
記
念
植
樹
会
場
を
設
営

•ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
33
種
約
2,
26
0本
を
植
樹

招
待
者
記
念
植
樹
会
場

32

鹿
深
夢
の
森

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

市
原
に
こ
に
こ
の
森

比
叡
山



•誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

県
内
3か
所
に
一
般
植
樹
会
場
を
設
置
。

【
地
球
市
民
の
森
】

植
樹
本
数
：
30
0本

【
き
ゃ
ん
せ
の
森
】

植
樹
本
数
：
70
本

【
森
林
公
園
く
つ
き
の
森
】

植
樹
本
数
：
30
0本

一
般
植
樹
会
場

33



サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

•大
会
当
日
に
多
く
の
県
民
に
植
樹
祭
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

県
内
３
か
所
(う
ち
県
設
置
は
２
か
所
)に
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
。

34

え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜
【
県
主
催
】

参
加
人
数
7,
11
3人
(の
べ
)

県
立
琵
琶
湖
博
物
館
【
県
主
催
】

参
加
人
数
1,
58
4人
(の
べ
)

忍
の
里
プ
ラ
ラ
【
市
主
催
】

参
加
人
数
2,
50
0人
(の
べ
)



Ｐ
Ｒ
会
場

【
大
会
初
の
試
み
】

【
京
都
PR
会
場
】

•
琵
琶
湖
の
恵
み
を
受
け
る
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
の
府
県
に
対
し
、
滋
賀
の
森
林
が
担
う

大
切
な
役
割
や
大
会
理
念
の
PR
を
行
う
た
め
、
事
前
に
流
域
府
県
の
２
か
所
に
PR
会

場
を
設
置
し
、
観
光
分
野
と
も
連
携
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
や
一
般
植
樹
会
場
等
へ
の

誘
客
を
促
進
。

植
樹
祭
PR
ブ
ー
ス

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

各
ブ
ー
ス
出
展

イ
ベ
ン
ト
の
電
力
を
す
べ
て
リ
ー
フ
で
供
給

PR
大
使
と
他
市
町
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
も
応
援

木
育
体
験
エ
リ
ア

各
ブ
ー
ス
出
展

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

●
日
時
：
３
月
19
日
(土
)
10
:0
0～
16
:0
0

●
場
所
：
岡
崎
公
園
（
京
都
市
）

【
大
阪
PR
会
場
】
●
日
時
：
３
月
27
日
(土
)
10
:0
0～
16
:0
0

●
場
所
：
大
阪
城
公
園
駅
前
広
場
（
大
阪
市
）

35



第
7
2
回
全
国
植
樹
祭
（
開
催
結
果
）

36

参
加
者
数
合
計

１
４
，
９
２
６
人

（
内
訳
）

式
典
招
待
者
数

９
４
３
人

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
参
加
者
数

１
１
，
１
９
７
人

一
般
植
樹
会
場
参
加
者
数

６
７
４
人

ス
タ
ッ
フ
、
出
演
者
数

２
，
１
１
２
人



秋
の
ポ
ス
ト
全
国
植
樹
祭
イ
ベ
ン
ト
（
イ
オ
ン
の
森
「
あ
ぶ
ら
ひ
」
協
働
事
業
）

官
民
協
働
に
よ
る
植
樹
等
の
森
づ
く
り
活
動
、
全
国
植
樹
祭
の
開
催
理
念
を
将
来
世
代
に

伝
え
る
た
め
に
建
立
す
る
記
念
碑
の
除
幕
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
手
植
え
さ
れ
た
苗
木

の
お
披
露
目
を
行
う
。

日
程
：
令
和
４
年
10
月
23
日
（
日
）

場
所
：
鹿
深
夢
の
森
、
滋
賀
県
油
日
林
木
育
種
場

主
催
：
（
公
財
）
イ
オ
ン
環
境
財
団
、
第
72
回
全
国
植
樹
祭
滋
賀
県
実
行
委
員
会
、

滋
賀
県
、
（
公
財
）
滋
賀
県
緑
化
推
進
会
、
緑
の
少
年
団
滋
賀
県
連
盟

規
模
：
合
計
約
30
0人
（
調
整
中
）

37

ポ
ス
ト
全
国
植
樹
祭
イ
ベ
ン
ト

開
催
記
念



•
全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
川
上
、
川
中
、
川
下
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

し
、
よ
り
一
層
、
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

•
具
体
的
に
は
、
主
伐
・
再
造
林
を
よ
り
一
層
進
め
、
林
業
の
サ
イ
ク
ル
を
取
り
戻
す
と

と
も
に
、
公
共
・
民
間
を
問
わ
ず
建
築
物
に
県
産
木
材
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
取
組
を
進

め
る
。
そ
の
た
め
に
は
人
材
育
成
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
「
滋
賀
も
り
づ
く
り
ア
カ
デ

ミ
ー
」
や
木
造
建
築
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
木
を
伐
る
人
、
木
を
加
工
す
る
人
、
木
を

使
う
人
を
育
て
て
い
く
。

•
や
ま
の
魅
力
や
産
物
な
ど
の
価
値
を
見
直
し
、
魅
力
を
高
め
、
都
市
の
人
々
に
積
極
的

に
情
報
発
信
し
て
、
や
ま
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
を
増
や
し
て
い
く
。

•
滋
賀
の
将
来
の
担
う
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
一
層
、
森
林
や
木
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
、
や

ま
の
こ
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
環
境
学
習
の
取
組
を
強
化
す
る
た
め
緑
の
少
年
団
の
活

動
を
活
発
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
木
育
空
間
の
整
備
や
木
育

指
導
者
の
育
成
な
ど
の
木
育
の
取
組
を
拡
充
さ
せ
て
い
く
。

38

全
国
植
樹
祭
後
の
方
向
性


